
③
河か

わ
の野

　
祥し

ょ
う
こ子　

（
日
本
共
産
党
）

　

三
沢
４
３
８
６
番
地
８　

Ｂ
１
０
３
号

☎
０
８
０
－
８
７
６
４
－
４
１
４
３

②
行ゆ

き
ひ
ら平

　
佳よ

し
ひ
ろ弘　

（
参
政
党
）

　

　

あ
す
み
一
丁
目
63
番
地
３

☎
０
９
０
－
５
７
３
７
－
６
２
７
３

①
高た

か
さ
き崎

　
裕ゆ

う
と人　

（
国
民
民
主
党
）

　

小
板
井
３
２
９
－
１　

１
１
０
９
号

☎
０
９
０
－
３
６
０
８
－
７
１
９
２［保健福祉］

【結の会】
［保健福祉］

【結の会】
［都市経済］

⑥
大お

お
つ
か塚

　
光ひ

か
る　

（
無
所
属
）

　

小
郡
１
２
６
６
番
地
１

☎
72
－
３
０
５
１

⑤
松ま

つ
の野

　
美み

ゆ
き雪　

（
無
所
属
）

　

美
鈴
の
杜
三
丁
目
６
番
地
９

☎
０
８
０
－
６
４
１
９
－
７
６
５
７

④
若わ

か
な菜

　
久ひ

さ
の
り徳　

（
無
所
属
）

　

光
行
７
６
３
番
地

☎
72
－
４
１
０
４［〇総務文教］

【結の会】
［都市経済］ ［都市経済］

⑩
黒く

ろ
い
わ岩

　
重し

げ
ひ
こ彦　

（
無
所
属
）

　

津
古
１
３
０
４
番
地
１

☎
75
－
０
２
１
５

⑨
内う

ち
や
ま山

　
伸の

ぶ
ひ
ろ博　

（
無
所
属
）

　

干
潟
７
１
４
番
地
１

☎
72
－
３
８
８
７

⑧
川か

わ
の野

　
悦え

つ
こ子　

（
無
所
属
）

　

希
み
が
丘
六
丁
目
１
番
地
２

☎
75
－
８
３
５
３

⑦
田た

な
か中

　
和か

ず
お男　

（
無
所
属
）

　

三
沢
１
４
２
０
番
地
１

☎
75
－
２
５
９
１

【結の会】
［◎都市経済］

【おごおり創志会】
［〇都市経済］

【おごおり創志会】
［◎保健福祉］ ［都市経済］

⑭
小お

の野
　
壽ひ

さ
よ
し義　

（
無
所
属
）

　

三
沢
３
９
４
４
番
地
１

☎
75
－
６
４
６
５

⑬
深ふ

か
が
わ川

　
博ひ

ろ
ひ
で英　

（
無
所
属
）

　

大
板
井
１
６
７
番
地
７

☎
80
－
８
１
７
０

⑫
佐さ

と
う藤

　
源げ

ん　
（
無
所
属
）

　

三
沢
４
２
２
５
番
地
３
０
９

☎
64
－
９
５
５
０

⑪
甲か

い

だ
斐
田
　
典の

り
ひ
こ彦　

（
公
明
党
）

　

大
保
１
２
０
０
番
地
１

☎
75
－
４
０
５
５

【おごおり創志会】
［総務文教］

【結の会】
［〇保健福祉］

【おごおり創志会】
［◎総務文教］ ［保健福祉］

⑱
井い

の
う
え上

　
勝か

つ
ひ
こ彦　

（
無
所
属
）

　

寺
福
童
９
７
３
番
地
５

☎
73
－
３
９
６
６

⑰
大お

お
ば場

　
美み

き紀　
（
無
所
属
）

　

大
保
１
３
４
３
番
地
２　

８
０
３
号

☎
０
９
０
－
３
３
２
２
－
０
８
９
７

⑯
後ご

と
う藤

　
理り

え恵　
（
無
所
属
）

　

希
み
が
丘
一
丁
目
11
番
地
４

☎
75
－
０
２
８
７

⑮
立た

て
や
ま山

　
稔み

の
る　

（
無
所
属
）

　

山
隈
３
０
０
番
地
３

☎
72
－
３
５
６
５

【おごおり創志会】
［総務文教］

【おごおり創志会】
［保健福祉］ ［総務文教］

【おごおり創志会】
［総務文教］

監
査
委
員

副
議
長

議   

長

議
会
の
新
体
制

【
任
期
】令
和
８
年
５
月
14
日

～
令
和
12
年
５
月
13
日

丸数字は議席番号
（  ）は所属党派
【　】は所属会派
［  ］は常任委員会
　　　◎委員長
　　　○副委員長
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現
在
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
防
災
・
減
災
対
策

な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が

力
を
合
わ
せ
、「
チ
ー
ム
議
会
」と
し
て

英
知
を
結
集
し
、
多
様
な
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、
市
民
福
祉
の

向
上
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近

で
信
頼
さ
れ
る
議
会
で
あ
る
た
め
に
は
、

市
民
参
画
を
さ
ら
に
推
進
し
、
議
会
活

動
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
市
民
の
皆
様
で
す
。
議
会
で
何
が
議

論
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
広
く
お
伝
え
し
、

市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き

る
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
・
交
通
の
利
便
性
・
歴
史
や
文
化
・

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
多
く
の

強
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
資

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

協
議
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
と
し
て
は
、
15
年

以
上
改
正
さ
れ
て
い
な
い「
議
会
基
本

条
例
」の
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

委
員
長　
　

小　

野　

壽　

義

副
委
員
長　
　

内　

山　

伸　

博

委　
　

員　
　

高　

崎　

裕　

人

委　
　

員　
　

松　

野　

美　

雪

委　
　

員　
　

川　

野　

悦　

子

委　
　

員　
　

黒　

岩　

重　

彦

委　
　

員　
　

佐　

藤　
　
　

源

委　
　

員　
　

後　

藤　

理　

恵

議
員
と
職
員
の
関
係
及
び
議
員
同
士

の
関
係
に
お
い
て
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
防
止
し
、
根
絶
す
る
た
め
の
研
修
、

指
針
並
び
に
条
例
等
の
調
査
研
究
を
行

い
ま
す
。

委
員
長　
　

大　

場　

美　

紀

副
委
員
長　
　

黒　

岩　

重　

彦

委　
　

員　
　

甲
斐
田　

典　

彦

源
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
次
の

世
代
へ
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
民
、
行
政
、
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
チ
ー

ム
議
会
で
市
民
と
と
も
に
未
来
を
創

る
」と
い
う
決
意
の
も
と
、
市
民
福
祉

の
向
上
と
地
域
の
発
展
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

小
郡
市
議
会
議
長　

井
上　

勝
彦

行平　佳弘 ○内山　伸博

議長
井上　勝彦

副議長
大場　美紀

大塚　光
松野　美雪 ◎小野　壽義 深川　博英

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

立　

山　
　
　

稔

監
査
委
員

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
主
に「
議

会
だ
よ
り
」の
作
成
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
３
年
前
に
紙
面
の
改
革
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら「
読
み
や
す
く
な

っ
た
」と
の
声
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
更
に
充
実
し
た「
議
会
だ

よ
り
」作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

議
会
広
報
特
別
委
員
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
特
別
委
員
会
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新メンバーでスタート!

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

都
市
経
済
常
任
委
員
会

●
重
点
調
査
項
目

①
防
災
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

②
教
育
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

①
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

　
つ
い
て

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
発
展
に

　
向
け
た
戦
略
・
施
策
に
つ
い
て

②
下
水
処
理
水
の
再
利
用
に
つ
い
て

●
重
点
調
査
項
目

●
重
点
調
査
項
目

総
務
文
教
常
任
委
員
会

立山　稔

河野　祥子

高崎　裕人

○大塚　光

○深川　博英

○内山　伸博

小野　壽義

大場　美紀

松野　美雪

後藤　理恵

行平　佳弘

田中　和男

◎佐藤　源

◎川野　悦子

◎黒岩　重彦

井上　勝彦

甲斐田　典彦

若菜　久徳

◎委員長、○副委員長
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報
告
第
32
号

報
告
第
５
号

報
告
第
７
号

議
案
第
29
号

議
案
第
32
号

報
告
第
32
号

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
長
報
告

都
市
経
済
常
任
委
員
長
報
告

※詳細は、QRコードからご視聴ください。

〇
文
化
財
課

大
保
ゴ
ル
フ
場（
現
在
の
西
鉄
大
保
駅
西
側
に

大
正
15
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
県
初
の
ゴ
ル
フ
場
）の

開
場
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
文
化
財
普
及
啓
発

費
と
し
て
85
万
８
千
円
の
増
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
に
対
す
る
質
問
が
あ
り
、

実
施
は
10
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

〇
新
公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課

新
体
育
館
建
設
事
業
の
入
札
不
調
に
よ
り
20
億

７
６
０
０
万
円
の
減
額
補
正
及
び
新
た
に
入
札
準

備
の
た
め
の
設
計
監
理
業
務
委
託
料
５
２
０
万
円

を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
入
札
不
調
の
原
因
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
設
計
内
容
の
問
題
よ
り
も
現
在
の
建
設

業
界
を
取
り
巻
く
状
況
や
各
社
固
有
の
事
情
が
大

き
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
の
補
助
金
等
の
財

源
に
影
響
は
な
い
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
、
本
年
度
内
に
契
約
を
締
結
す
れ
ば
問
題

が
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
中
東
情
勢
に
よ
る
資
材
不
足
等
の
状
況
下

で
の
入
札
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
今

回
の
再
積
算
業
務
の
中
で
、
そ
の
影
響
を
考
慮
し
、

再
積
算
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
国
保
年
金
課

高
所
得
層
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
と
、
低
所
得
層
に
対
す
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
拡
充
を
行
う
も
の

で
す
。

〇
健
康
課

あ
す
て
ら
す
の
温
泉
ゾ
ー
ン
内
の
カ
ラ
オ
ケ
の

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
８

年
10
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
た
め
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〇
福
祉
課

平
成
25
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
生
活
扶
助
基
準
改

定
に
関
し
て
、
令
和
７
年
６
月
の
最
高
裁
判
決
に

お
い
て
、
当
時
の
基
準
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
生
活
保
護
扶
助
費
３
７
８
２
万
４
千

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
関
し
、
委
託
の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
廃

止
世
帯
へ
の
受
付
業
務
の
委
託
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
廃
止
世
帯
か
ら
の
申
請
書
の
受
理
、
問
い
合

わ
せ
対
応
、
書
類
不
備
の
対
応
、
そ
し
て
額
の
算

定
を
セ
ン
タ
ー
方
式
で
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
農
業
振
興
課

森
林
づ
く
り
推
進
費
の
26
万
２
千
円
の
増
額
補

正
は
、
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を

小
郡
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
に
よ
り
基
金

に
積
立
て
る
も
の
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
説
明
に
関
し
て
、
専
決
補
正
後
の
基
金
残

高
と
用
途
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
残
高
は
約
２

９
１
２
万
円
で
あ
り
、
用
途
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
各
公
共
施
設
の
県
産
木
材
を
使
用
し
た
備
品
購

入
な
ど
に
充
当
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
生
活
環
境
課

一
般
廃
棄
物
処
理
費
、
消
耗
品
費
９
２
２
万
円

の
増
額
補
正
は
、
小
郡
市
の
指
定
ご
み
袋
に
つ
い

て
、
原
油
由
来
の
ナ
フ
サ
を
処
理
し
た
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
原
料
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
東
情

勢
の
影
響
に
よ
り
国
際
価
格
が
２
倍
と
な
り
、
ご

み
袋
の
安
定
供
給
を
目
的
に
変
更
契
約
を
行
う
必

要
が
あ
る
も
の
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
説
明
に
関
し
て
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
市
民
へ
の
販
売
価
格
に

つ
い
て
は
、
値
上
げ
を
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

６月定例会 常任委員会　審査報告
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庁舎建設特別委員会報告
市議会 ６月19日、委員（議員18名）全員出席のもと、関

係職員の出席を求め、新庁舎建設に向けた審議会
の進捗状況についての説明を受けました。

◆第４回　審議会で論議された内容報告
〇　国の指針に沿った防災機能の充実
〇　地域性を踏まえた庁舎デザイン・シンボル性
〇　市民のニーズを踏まえた窓口機能・支援機能
〇　職員がスムーズに業務・連携が取れる環境整備
〇　将来を見据えた可変性を備えた設計
〇　市民の憩いの場、情報収集ができる交流スペースの充実
〇　位置に求められる条件について

　今後も情報共有を図るとともに市民の声を反映し、新庁舎
建設に向けた責務を果たしてまいります。

議
　
員
　
研
　
修
　
会

テ
ー
マ

小
郡
市
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
６
月
４
日
に
前
小
郡
市
議
会
議
員
の
田
中
雅
光
・
新
原
善
信
両
氏
を

講
師
に
迎
え
、
全
議
員
で
小
郡
市
議
会
基
本
条
例
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
郡
市
議
会
は
、
小
郡
市
長
と
と
も
に
市
民
の
負
託
を
受
け
、
二
元
代
表
制
の
も

と
に
、
小
郡
市
の
代
表
機
関
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
議
会
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に

基
づ
き
意
思
決
定
機
関
及
び
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
条
例
は
、
議
会
及
び
議
員
活
動

の
充
実
と
活
性
化
の
た
め
に
必
要
な
議

会
運
営
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
民
の
負
託
に
的
確
に
応

え
、
市
民
福
祉
の
向
上
及
び
市
政
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
平
成
22

年
５
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
ら
れ
た
田
中
・
新
原
両
氏

に
よ
る「
小
郡
市
議
会
基
本
条
例
」制
定

ま
で
の
経
緯
説
明
を
受
け
て
、
策
定
経

験
者
と
し
て
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
議
会
に
お
け
る
最
高
規

範
で
あ
り
、
各
議
員
が
条
例
を
理
解
し

た
上
で
遵
守
す
る
も
の
で
す
。
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